
第三期中期目標素案（案）について 

前文

名古屋市立大学の基本的な理念 全ての市民が誇りに思う・愛着の持てる大学をめざす

今日の人類の大きな課題のひとつは、人間自身が生み出した、社会及び自然環境の複雑で急速な

変化に起因する諸問題を克服して、持続可能な共生社会を形成することである。 

名古屋市を設立団体とする公立大学法人名古屋市立大学は、市民によって支えられる市民のため

の大学として、知の創造と継承をめざして真理を探究するとともに、それに基づく教育によって国

際社会・地域社会の発展に貢献することのできる優れた人材を育成し、広く市民、行政などと連

携、協働することを通じて社会にその成果を還元することで、これら人類共通の課題の解決に取り

組む。あわせて知の拠点として魅力ある地域社会づくりに貢献することによって、私たちのまち名

古屋の大学と実感される、全ての市民が誇りに思う愛着の持てる大学として活動する使命をもつ。 

このような基本的な理念の下、第三期中期目標期間においては、少子化・高齢化が進行する社会

の現状を踏まえて、子育て世代や高齢者の支援、子どもの育成及び若者の活躍の支援、地域の医療

と健康・福祉の向上、男女平等参画の推進など、名古屋市を取り巻く諸問題の分析・解決に寄与す

る。さらに、グローバル化などが進展する社会情勢下で、アジア競技大会の開催やリニア中央新幹

線の開業を見すえた都市機能の集積・強化が図られる中で、都市魅力の向上、地域経済・産業の発

展、国際化の推進に寄与する。これらの取り組みを通じて、名古屋市とともに発展する大学として

さらなる飛躍をめざす。また、ガバナンス機能を強化し全学が一体となって教育・研究・社会貢献

に取り組み、国内外に広く大学の魅力を発信することにより、多くの若者や研究者、産業界、行政

などに選ばれる、世界をリードする大学への発展をめざす。 

以上の考え方に基づき、第三期中期目標期間においては、次の教育・研究・社会貢献の活動に率

先して取り組む。 

１ 名古屋市立大学は、総合大学である特性を活かして、分野横断的な知を修得させ、主たる専門

分野のみならず、連関する分野にも幅広い知見と志向性を有する人材を育成する。これにより、

医・薬・看護の医療系三学部において質の高い医療人を育成し、経済・人文社会・芸術工学及び

総合生命理学において上質かつ豊かな感性で社会と向き合う人材を育成するなど、地域社会と国

際社会に貢献し、次世代をリードできる優れた人材を輩出する。 

２ 名古屋市立大学は、最先端の研究成果を世界に発信する地域の研究拠点として、健康・福祉の

向上、生命現象の探究、経済・産業の発展、都市政策とまちづくり、子どもの育成支援、国際化

の推進、文化芸術の発展などに関する研究課題に重点的に取り組む。 

３ 名古屋市立大学は、地域に開かれた大学として、広く市民や名古屋市などとの連携を一層強化

し、教育研究成果を還元することを通じて、地域や行政の課題解決に寄与する。また、地域の医

療の発展に中核的な役割を果たすとともに、生涯にわたる教育の推進に積極的に寄与するなど、

知の拠点として全学的に地域社会に貢献する。 

 これらの取り組みを安定して推進するために大学の運営基盤を強化する。

資料２


